
で
航
海
に
出
る
た
く
ま
し
い
船
で
す
。

こ
の
船
の
中
で
も
授
業
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
し
ょ
ろ
丸
を
実
際
に
操
船
し

た
り
、
夜
に
イ
カ
を
釣
っ
た
り
、
甲
板

に
出
て
ク
ジ
ラ
の
観
測
を
行
い
ま
す
。

他
に
も
大
き
な
網
を
使
っ
て
魚
を
獲

り
、
数
量
、
サ
イ
ズ
、
種
類
な
ど
海
域

の
海
洋
生
物
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
調
査
機
器
を
海
底
へ
向
け
て
降
ろ

し
、
海
中
の
塩
分
濃
度
や
海
水
温
な
ど

を
継
続
的
に
計
測
す
る
実
習
も
行
い
ま

す
。
乗
船
実
習
は
興
味
深
い
が
、
船
酔

い
す
る
の
で
避
け
た
い
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
１
４

年
度
に
新
造
さ
れ
た
お
し
ょ
ろ
丸
Ｖ
世

に
は
揺
れ
を
防
止
す
る
装
置
が
付
い
て

お
り
、
船
酔
い
し
に
く
い
構
造
に
な
っ
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北
海
道
大
学
で
は
、
と
て
も
魅
力
的

な
授
業
が
数
多
く
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
ら
の
授
業
に
、
映
像
教

材
を
制
作
し
た
り
、
授
業
内
容
に
つ
い

て
取
材
す
る
立
場
で
、
参
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
身
が
学
生
の
頃
に
こ

の
よ
う
な
魅
力
的
な
授
業
に
参
加
で
き

た
ら
、
視
野
が
広
が
り
、
学
生
生
活
が

も
っ
と
楽
し
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
私
が
印
象
に
残
っ
た

授
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

１
つ
目
は
、
環
境
科
学
院
・
南
極

学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
野
外
行
動
技
術
実

習
（
南
極
学
特
別
実
習
Ⅲ
）
で
す
。
こ

の
授
業
の
一
部
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
手
稲
山
に
あ
る
パ
ラ
ダ
イ

ス
ヒ
ュ
ッ
テ
に
宿
泊
し
て
、
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
や
地
図
の
見
方
な
ど
、
寒
冷
地

に
お
け
る
野
外
観
測
の
知
識
を
実
践
的

に
身
に
付
け
ま
す
。
北
海
道
と
い
う
気

温
の
低
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ
行
え
る
ユ

ニ
ー
ク
な
授
業
内
容
で
す
。
夜
は
、
雪

が
残
る
山
小
屋
で
マ
ッ
ト
の
上
に
寝
袋

を
敷
い
て
寝
る
。
Ｔ
Ａ
が
つ
く
る
温
か

い
カ
レ
ー
を
食
べ
る
。
北
海
道
で
生
活

を
始
め
た
ば
か
り
の
大
学
院
生
に
と
っ

て
は
、
仲
間
を
つ
く
る
良
い
機
会
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
水
産
学
部
附
属
練
習
船

お
し
ょ
ろ
丸
で
の
洋
上
実
習
で
す
。
函

館
に
係
留
さ
れ
て
い
る
お
し
ょ
ろ
丸

は
、
約
１
０
０
人
を
乗
せ
て
北
極
海
ま

て
い
ま
す
。
以
前
の
Ⅳ
世
に
乗
船
し
て

取
材
し
た
経
験
が
あ
る
私
に
と
っ
て
は

揺
れ
が
少
な
い
た
め
、
物
足
り
な
さ
を

感
じ
ま
す
。

３
つ
め
は
総
合
博
物
館
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
グ
ッ
ズ
制
作
に
関
す
る
授
業
で

す
。
総
合
博
物
館
は
、
学
内
だ
け
で
な

く
学
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

す
。
１
階
の
入
り
口
付
近
に
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
総
合
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
で

は
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
す
る
グ
ッ
ズ
の
開
発
を
行
い
ま

す
。
ま
ず
、
来
館
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
制
作
、
広
報

を
行
い
、
販
売
後
の
評
価
ま
で
を
学
び

ま
す
。
受
講
者
は
、
１
グ
ル
ー
プ
３
〜

５
名
程
度
で
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
グ
ッ
ズ
開
発
を
行
い

ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
今
ま
で
に

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
学
生
の
発
案
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
が
誕
生

し
、
現
在
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
授
業
に
は
、
山
や

海
、
博
物
館
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
て
い
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
り

ま
す
。
教
員
が
特
徴
あ
る
教
育
の
場
で

授
業
を
行
い
、
専
門
的
な
「
知
」
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業
が
実
践

的
で
魅
力
的
に
な
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

二
面	

シ
リ
ー
ズ
「
つ
く
る
！
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」V

ol. 6
	

四
面	

イ
マ
時
の
北
大
大
学
院
生	

六
面	

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
44 

書
物
を
読
む
こ
と
、
思
い
を
綴
る
こ
と	
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ワークショップ「中央食堂をプロデュース」

中央食堂外観正面

厚
生
に
関
し
て
（
本
人
が
意
図
せ
ず

と
も
）
思
っ
て
も
、
個
人
で
は
そ
の

要
望
を
し
か
る
べ
き
所
に
届
け
る
こ

と
は
困
難
で
し
ょ
う
。
現
在
は
組
合

員
の
声
カ
ー
ド
が
食
堂
や
購
買
に
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
声
を
届
け
る

と
し
た
ら
そ
こ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
福
利
厚
生
に
つ

い
て
生
協
・
大
学
に
直
接
声
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
忙
し
い
学

生
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ
っ
た
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
総
代

会
議
の
よ
う
に
、
も
っ
と
気
軽
に
手

身
近
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
実

は
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

直
結
す
る
福
利
厚
生
に
つ
い
て
、
「
少

し
だ
け
」
考
え
て
み
る
・
提
案
す
る

場
を
つ
く
る
こ
と
は
、
効
果
的
と
言

え
る
と
考
え
ま
す
。

新
年
、
初
登
り
の
藻
岩
山

は
晴
れ
て
穏
や
か
だ
っ

た
。
こ
の
山
に
は
地
蔵
が

い
る
。
麓
か
ら
頂
上
ま
で

並
び
、
番
号
が
付
い
て
い

る
の
で
行
程
の
目
安
に
な

る
▼
慈
啓
会
病
院
前
か
ら

出
発
。
キ
ツ
イ
勾
配
が
多

く
な
り
、
雪
を
払
っ
て
地

蔵
の
番
号
を
確
認
。
15
番
。

ま
だ
ま
だ
だ
。
ひ
た
す
ら

下
を
見
て
歩
く
。
白
い
道
に
落
ち
た

枯
れ
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
が
き
れ
い
。
脇

を
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け

て
行
く
。
山
頂
近
く
の
胸
突
き
坂
で

は
、
一
歩
毎
ヨ
イ
シ
ョ
と
声
が
で
る
。

や
っ
と
目
の
前
に
青
空
が
開
け
た
▼

今
回
は
途
中
で
失
敗
し
た
。
何
番
あ

た
り
か
、
つ
づ
れ
折
り
の
登
山
道
を

避
け
、
急
斜
面
を
登
っ
て
上
の
道
に

出
た
。
こ
の
近
道
、
足
が
雪
に
埋
ま

り
、
体
ご
と
滑
り
落
ち
、
と
散
々
で
倍

の
時
間
が
か
か
っ
た
▼
ど
ん
な
山
も

「
一
歩
一
歩
進
め
ば
必
ず
頂
上
に
辿

り
着
け
る
」
。
登
山
家
の
故
田
部
井

淳
子
氏
の
言
葉
を
思
い
返
す
▼
下
山

を
開
始
。
裸
木
の
林
、
枝
先
の
冬
芽
、

遠
景
の
街
…
。
左
右
に
広
が
る
冬
景

色
を
惜
し
み
つ
つ
下
り
て
い
る
時
、

赤
い
身
繕
い
の
女
性
が
、
数
人
に
寄

り
添
わ
れ
て
の
ろ
の
ろ
と
下
か
ら
現

れ
た
。
目
を
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
。
背

を
丸
め
た
姿
は
老
女
の
よ
う
。
ど
ん

な
思
い
が
あ
っ
て
の
登
山
な
の
だ
ろ

う
▼
藻
岩
山
は
い
い
。
元
気
な
若
者

か
ら
老
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
付
き

合
い
方
が
出
来
る
。 

（
今
日
子
）

いじわるじいさん

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

本
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、
今
号
の
第
６

回
を
持
ち
ま
し
て
最
終
回
と
な
り
ま

す
。
前
号
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
が
北
大
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
大
村
よ
り
課

題
と
展
望
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
一
学
生
の
立
場
か
ら
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
改
め
て
振
り
返
り
、

現
在
の
学
生
生
活
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
福
利
厚
生
に
つ
い
て
話
し
合
う

機
会
を
開
く
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味

を
持
つ
の
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

忙
し
く
て
、
福
利
厚
生
ど
こ
ろ
で

は
な
い

私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
当
時

（
２
０
１
５
年
６
月
～
12
月
）
ま
だ
学

部
４
年
生
で
し
た
。
卒
業
研
究
と
並

行
し
な
が
ら
も
、
他
の
院
生
の
メ
ン

バ
ー
と
比
べ
れ
ば
時
間
に
余
裕
が
あ

り
、
老
朽
化
し
て
い
く
中
央
食
堂
に

つ
い
て
十
分
に
思
案
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

大
学
院
修
士
１
年
と
な
り
、
間
も
な

く
大
学
院
生
と
し
て
最
初
で
最
後
の

（
予
定
の
）
進
級
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
学
生
生
活
の
中
で
研
究
が

占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
ず
っ
と
重
く
な

り
、
学
部
生
と
院
生
の
忙
し
さ
の
差

に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
院

生
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
今
の
段
階
で

「
自
分
た
ち
の
福
利
厚
生
を
考
え
る
機

会
を
持
と
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て

も
、
な
か
な
か
応
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。
日
々
の

生
活
に
忙
し
く
て
、
福
利
厚
生
を
考

え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。

２
０
１
５
年
12
月
に
実
施
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
学
生
の
参

加
者
が
少
数
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
当
時
は

広
報
の
不
十
分
さ
が
原
因
で
あ
っ
た

と
考
察
し
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ
て

考
え
て
み
る
と
、
長
期
的
な
課
題

（
し
か
も
、
自
分
の
在
学
中
に
実
現
さ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
）
で
あ
る
福
利

厚
生
の
優
先
度
は
多
く
の
北
大
生
に

と
っ
て
は
る
か
に
下
で
あ
っ
た
と
考

え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
研
究
を
始
め

と
す
る
目
の
前
の
課
題
の
方
が
ず
っ

と
優
先
度
が
高
い
し
、
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
「
少
し
だ
け
」
考
え
て
み
る
場
を

つ
く
る
意
義

普
段
か
ら
北
大
生
協
の
組
織
委
員

会
等
で
活
動
を
積
み
、
北
大
の
福
利

厚
生
に
つ
い
て
課
題
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
、
一
般
の
学
生
の
間
に
は
一

定
の
距
離
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
、
今
の
立
場
に
な
っ
て
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
こ
そ
、
福
利
厚

生
施
設
に
つ
い
て
特
化
し
て
考
え
る

場
を
設
け
る
こ
と
に
は
や
は
り
価
値

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
日
常
に

忙
殺
さ
れ
る
中
で
、
ふ
と
「
も
っ
と

広
い
食
堂
で
す
ぐ
に
ご
は
ん
が
食
べ

た
い
」
「
友
達
と
喋
り
な
が
ら
作
業
で

き
る
広
い
空
間
が
ほ
し
い
」
と
福
利

　
中
央
食
堂
・
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
と

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

１
９
７
７
年
に
中
央
食
堂
が
建
設

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
40
年

と
な
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

こ
れ
ま
で
に
提
案
し
て
き
た
よ
う
に
、

老
朽
化
の
問
題
は
深
刻
で
す
。
ま
た
、

40
年
前
と
比
べ
て
学
生
の
規
模
も
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
ま
し
た
。

北
大
生
協
で
は
総
代
会
議
等
を
通
し

て
、
中
央
食
堂
へ
の
意
見
・
要
望
、

ひ
い
て
は
北
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が

よ
り
良
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
多

く
の
声
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
実

は
、
自
分
の
声
を
生
協
や
大
学
に
届

け
る
術
は
身
の
回
り
に
散
ら
ば
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
が
ん
ば
っ
て
研
究
や

日
々
の
活
動
に
勤
し
ん
で
い
る
そ
こ

の
あ
な
た
、
も
し
自
分
た
ち
の
福
利

厚
生
や
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
何
か
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
「
少
し

だ
け
」
何
ら
か
の
形
で
参
加
を
し
て

く
だ
さ
い
。
今
す
ぐ
成
果
の
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
、

未
来
の
成
果
の
種
を
ま
く
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
つ
く
る
！
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Vol. 

6

未
来
の
成
果
の
種
を
蒔
く
こ
と

～
「
少
し
だ
け
」
考
え
る
こ
と
の
大
事
さ
～

大学院理学院修士1年
日下 葵
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キャンパス放浪記 in 函館 … 第10回

きぼうの虹読者の皆さん、初めまして。水産学部OBの清水
という者です。
「キャンパス放浪記in函館」も数える所10回、愛読者の皆さ
んは水産キャンパス周りや、学部生に対する知識が深まったの
ではないでしょうか。僕もバックナンバーを読ませていただい
て懐かしく思い、また新たな発見があったりもしました。そし
て執筆の際ネタが被らないように苦労しました…でもあった
んです！キャンパスに近く、まだテーマになっていない施設
が！！
…という訳で、今回は「津軽海峡フェリー・函館フェリー
ターミナル」の紹介をさせていただきます。

＼ババーン／
あ、僕は一OBに過ぎず、フェリー会社の人ではないです。
ホントですよ？

1. こんな時にフェリーが便利！
・�ケース1…2年に進級し、水産学部になったT君。休みを利用
して函館生活の下見に来ました。部活でお世話になった先輩
の所に泊めてもらっています。
　�「実家の近くでさぁ、ねぶた祭りやってんだけど…見てかな
い？」「あ、いいっすね！」
→�フェリーであれば先輩もしくはT君の車を載せられるので、
現地で公共交通機関を乗り継ぐことなくそのまま観光ができ
ます。便利！
・�ケース2…就活中の水産学部生Mさん、うっかり函館から東
京までの予約を忘れていました！
　�「あっそうだ、東京で用事があるんだった！」
→�空席状況によりますが、高速バスとのセット切符を予約、夕
方フェリーに乗り、翌日朝に東京着なんて芸当も可能です。
セーフ！
・�ケース3…北大水産学部志望の高校生Nさん、オープンキャン
パスに参加したいのですが…
　「うわっ…私の交通費高すぎ…？」
→�もともとリーズナブルなお値段ですし、加えて他の交通機関
に比べ、観光シーズンの価格変動が小さいです。嬉しい！

2. フェリーターミナルの場所は？
さて、そんな便利なフェリーに乗るにはどこに行けば良いの
でしょうか？…なんと水産キャンパスから約600m、他のどの
交通機関よりも近いのです。
�

通常の旅行パックで予約
するとキャンパスから遠く
離れたホテルを指定される
事が多いのですが、フェ
リーで函館着＆キャンパス
近くのホテルに宿泊ならば、
函館駅前で途方に暮れると
いう事態を回避できます。
これにはケース3のNさんも
ニッコリ。※僕はキャンパ
ス近くのホテル関係者でも
ないです。

3. 船旅の魅力とは？
唐突な自分語りですが僕は大学時代、様々な交通機関を利用

して帰省や遠征をしていました（ヒッチハイクはし損ねたなぁ
…）。その中で比べてみて船旅の魅力を考えてみると、まず挙げ
られるのは「船内でできる事の多さ」でした。フリースペース
に大きな机があるので、飲食はもちろん、ちょっとした作業も
できます。トランプゲームに興じている外国の方もいました。
また、疲れたらシャワーを浴びて船室に寝転がる事もできま
す。そして何よりの魅力は「対岸の景色」。晴れている日に船外
に出て、景色を眺めていると歌じゃないですが「はるばる来た
ぜ！」って気分になるのです。

4. 最後に
…とここまでひたすら津軽海峡フェリー・函館フェリーター

ミナルの紹介（宣伝？）をしてきましたが、この記事で（特に
大学生の）皆さんにお伝えしたい事は、「いつもと違う旅路も良
いものですよ。時間のある間に色々試してみてください」とい
う事です。それでは、素敵な旅を！

　快く記事掲載許可を下さった津軽海峡フェリー様、ありがとうございま
した。
　Webアドレス…http：//www.tsugarukaikyo.co.jp
　また、写真は僕にこの冊子を紹介して下さったFさんに撮って頂きました。
ありがとうございます！

北海道大学水産学部OB　清水 歩

～船旅のススメ
「えっこんな近くに●●●●が！？」～

この原稿の労力の大半は地図の手描
きに持って行かれました…トホホ
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イマ時の北大大学院生
例年、10月に実施しています学生生活実態調査(全国大学生活協同組合連合会 詳しくはhttp://www.univcoop.

or.jp/press/life/report.html　参照)を元に報告しておりますが、2016年は3年に1回実施される、院生生活実態
調査(以下「院調」)の年でしたので、今回は院調を元に報告します。

アンケートの回答者数は、215名でした。前回2013年に実施した際の回答者数が160名でしたので、前回と比
較して55名ほど回答者が増えています。

【ストレス生活を送る大学院生】
今回、特に注目したのが「悩み・ストレスはあるか」「悩み・ストレスについて相談相手がいるか」という項目です。

「悩み・ストレスはある」と回答した方が76.3％で、2013年と比較して2.5％上昇しており、「ない」と回答した方は逆に2.6％減
少しています。
「ある」と回答した方のうち、88％の方が他大学から進学された方ということや、男性(73.3％ )に対し、女性は82.6％と多く、女

性で他大学から進学された方は、北大の学部から北大の大学院に進学された方より、多くの悩み・ストレスを抱えていることが分かり
ます。
「悩み・ストレスの原因」としては、文系で「生活費や授業料などお金に関すること」が16.2％、理系で「研究活動」が23.2％でし

た。やはり、大学院生となると「研究活動」が一番の悩みのようです。また、「心身の不調・病気など健康に関すること」という回答
もあり、健康に関して、少なからず悩んでいる方もいらっしゃいます。

心配なのは、「悩み・ストレスについて相談相手がいるか」という問いに対し、「いる」と回答した方の割合が、全国平均(77.4％ )
に対し72.6％とかなり低いこと、「いない」と回答した方が、全国平均(21.4％ )に対し26.2％と、こちらは高くなっていることです。
研究で悩んでも、中々周囲に相談できない実態が浮かび上がってきました。

一方で、「相談相手がいない」と回答した方でも、「相談相手がほしくない」と回答した方が「ほしい」と回答した方より上回ってい
ました。「悩み・ストレス」は自分で解消・解決するということでしょうか？

生活をしていく上で、悩み・ストレスはつきものです。特に大学院生になると研究活動や日々の生活に追われ、余計に悩みやストレ
スを抱えやすいのかもしれません。

当生協でも、ウェルカムパーティーやジンギスカンパーティーなどを通して、院生さんどうしの交流を図り、少しでも悩みやストレ
スの解消・解決に努めたいと思います。

～悩みをかかえる大学院生～
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平素は格別のお引立てに預り厚く御礼申し上げます。
お支払いにつきまして、ご指定の預金口座から振替させて

いただきますので、お手数でも口座引き落し日の前日までに
預金口座にご入金下さるようお願い申し上げます。

なお、毎月25日締で請求させていただいておりますが、12
月はお正月休みの関係上誠に勝手ながら12月20日で締めさせ
ていただきました。

それにともないまして、12月21日以降のご利用代金につき
ましては１月分の請求（２月20日引落し）とさせていただき
ますので何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

今後とも北大生協をご利用くださいますよう重ねてお願い
申し上げます。

2017年１月

北海道大学生活協同組合　経理課
電話 011-726-9149　学内内線 2978

2017年のスケジュール

購 入 日 口座引き落し日
2016年12/21 ～ 2017年₁/25 2017年 ₂/20
2017年 ₁/26 ～ ₂/24 ₃/21

₂/25 ～ ₃/24 ₄/20
₃/25 ～ ₄/20 ₅/22
₄/21 ～ ₅/25 ₆/20
₅/26 ～ ₆/23 ₇/20
₆/24 ～ ₇/25 ₈/21
₇/26 ～ ₈/25 ₉/20
₈/26 ～ ₉/25 10/20
₉/26 ～ 10/25 11/20
10/26 ～ 11/24 12/20
11/25 ～ 12/20 2018年 ₁/22

手当て引きの引き落し

購 入 日 口座引き落し日
2016年 11/16 ～ 2017年₆/15 2017年 ₇/20
2017年 ₆/16 ～ 2017年11/15 2017年 12/20

生協でのお買物のお支払いを口座引落しにてご利用の皆様へ
― 今年のお支払いスケジュールをお知らせいたします ―

読書離れが叫ばれている昨今、実際の北大院生の読書時
間はどうなっているのでしょうか？先に実施した「2016 院
生生活実態調査」では、1日の読書時間が「0 ～ 30分」と回
答した方が67％いました（下記グラフ参照）。グラフにはあ
りませんが、文系・理系別に見ると、「0分～ 30分」と回答
した方が文系で21.6％、理系では79.5％いました。文系の1
日の平均読書時間は、100分、理系は27.7分という結果にな
りました。

また、別の調査項目で「『読書』だと思うもの」について

は（複数回答）、「趣味や関心のための書籍」が87.4％でトッ
プ、次いで「教科書や参考書」49.3％という結果でした。

読書離れが進んでいるといわれている中、「趣味や関心の
ための書籍」はちゃんと読んでいるようですね。

北大生協院生委員会でも、「ほんでないかい2016」を発
行しました。理系・文系の院生さんが、それぞれ書評やお
すすめ本を書いております。こちらも、読書をする一助に
なれば幸いです。「ほんでないかい2016」の詳細は、本誌8
ページの「院生委員会報告」をご覧ください。

北大院生の読書時間
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

学
生
委
員
会
の
共
済
活
動
に
は
、
共
済
の
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
組

合
員
の
方
が
ケ
ガ
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
を
す
る
活
動
も
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
冬
と
い
う
こ
と
で
寒
く
な
り
体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、
ま
た
年

末
年
始
で
飲
み
会
が
増
え
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
も
増
え
て
く
る
時
期
と
い

う
こ
と
で
、
組
合
員
の
方
に
自
身
の
体
調
を
確
認
し
、
生
活
を
見
直
し
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
企
画
を
12
月
13
日
（
火
）
～
15
日

（
木
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
に
行
い
ま
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
企
画
で
は
、
血
圧
・
体
組
成
測
定
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
泥
酔
体
験
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
測
定
結
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
冬
場
に
何
に
気
を
付
け

る
べ
き
か
が
書
か
れ
た
冊
子
も
作
成
し
、
配
布
し
ま
し
た
。
３
日
間
で
１
０
３

名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
測
定
や
体
験
、
冊
子
を
通
し
て
、
自

身
の
体
調
や
生
活
を
見
直
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
方
が
ケ
ガ
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
予
防
呼
び
か
け

を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

学
生
委
員
会
企
画
『
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』

～
自
分
の
体
調
確
認
と
生
活
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
に
～

本
や
文
献
を
読
む
、
こ
れ
は
大
学
で
学
ぶ
人
間
に

と
っ
て
は
、
立
場
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
常

的
な
営
み
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
幼
少
の
頃
か

ら
書
物
に
親
し
み
、
本
を
自
然
に
た
く
さ
ん
読
め
る

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
本

は
好
き
な
の
で
す
が
、
十
代
の
頃
、
さ
ほ
ど
読
ま
な

か
っ
た
時
期
が
あ
る
せ
い
か
、
そ
ん
な
に
さ
ら
さ
ら

と
は
読
め
な
い
と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
す
。
何
と
も

残
念
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
せ
め
て
読
ん
だ
本
に

つ
い
て
は
多
く
を
吸
収
し
た
い
と
思
い
、
二
十
代
の

頃
か
ら
、
読
ん
だ
本
す
べ
て
に
つ
い
て
感
想
を
書
く

と
い
う
こ
と
を
始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
ウ
ニ
カ
・
チ
ュ
ル
ン
と
い
う
女
性
詩
人

の
『
暗
い
春
』
と
い
う
自
伝
的
な
小
説
を
読
み
ま
し

た
。
統
合
失
調
症
を
患
っ
た
時
の
手
記
と
と
も
に
、

精
神
病
理
学
関
連
の
本
と
し
て
、
翻
訳
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
一
読
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
し

か
し
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
感
じ
た
こ

と
を
綴
っ
て
い
る
う
ち
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
こ
の
物
語
に
は
、
少
女
の

秘
め
や
か
な
ひ
そ
ひ
そ
笑
い
の
感
覚

が
あ
る
、
そ
し
て
そ
の
底
に
、
悲
し

い
悲
し
い
感
じ
が
、
す
ー
っ
と
通
っ

て
い
る
…
。
そ
う
言
葉
に
な
っ
た
時
、

非
常
に
腑
に
落
ち
る
も
の
が
あ
り
、

同
時
に
な
に
か
、
発
見
し
た
と
い
っ

た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

書
物
が
私
た
ち
に
伝
え
る
も
の

は
、
純
粋
に
言
葉
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
の
み
表
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
文
体
、
言

葉
の
響
き
、
文
章
の
リ
ズ
ム
、
と
い
っ
た
も
の
に
よ

り
表
現
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

行
間
を
読
む
、
と
い
う
言
葉
が
あ
る
所
以
で
す
。
学

術
専
門
書
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
私
の
専
門
と
す
る

臨
床
心
理
学
は
関
与
す
る
要
因
が
極
め
て
多
い
か
ら

特
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
同
様
の
傾
向
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
書
物
か
ら
私
た
ち
が
受
け
取
る

も
の
は
、
思
い
の
外
幅
が
広
く
、
奥
も
深
い
、
そ
し
て
、

私
た
ち
は
そ
の
す
べ
て
を
容
易
に
自
覚
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
私
は
そ
う
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
て
い
る
時
、
私
は
こ
う
す

る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
、
講
義
の
レ
ポ
ー
ト
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
で

す
が
、
と
も
か
く
思
い
を
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
誰

に
見
せ
る
で
も
な
く
書
く
の
だ
、
と
い
う
人
が
意
外

に
い
る
よ
う
で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
強
い
時
、
言
葉
に

表
現
す
る
と
す
れ
ば
、
一
般
的
に
は
話
す
、
つ
ま
り

音
声
言
語
に
す
る
と
い
う
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
。

言
葉
に
す
る
こ
と
は
感
情
圧
を
下
げ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
や
す
く
し
ま
す
し
、
話
す
相
手
が
い
る
と
い
う

こ
と
自
体
も
、
多
く
の
場
合
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
し
か
し
、
言
葉
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
そ

れ
ら
と
は
ま
た
別
の
作
用
も
あ
り
得
て
、
「
あ
あ
、

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！
」
と
い
う
、
何
か
発
見
的
な
感

覚
は
、
そ
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
自
分
の
何
か
に
気
づ
く
と
い
う
「
洞
察
」

と
、
よ
く
似
て
い

る

と

思

い

ま

す
。

そ
し
て
こ
の
「
洞

察
」
が
起
こ
る
と
、

苦
し
み
が
軽
減
さ

れ

る

ん

で

す

ね
。

こ
れ
は
日
常
生
活

の
中
で
は
、
む
し

ろ
、
書
く
と
い
う

こ
と
の
中
で
、
起

こ
り
や
す
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
読
ん
だ
本
の
感
想

を
書
く
習
慣
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
ど
う
や
ら
私
は
ど
こ
か
さ
び
し

く
な
っ
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
本
を
読
ん
で
感

想
を
書
く
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
出
す
こ
と
に
、

本
を
読
ん
で
感
じ
考
え
た
こ
と
を
共
有
し
た
い
と
い

う
自
分
自
身
の
隠
れ
た
動
機
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
ロ
シ
ア
で
は
、
読

書
は
夕
食
後
に
誰
か
が
音
読
し
て
、
そ
れ
を
家
族
で

聴
く
と
い
う
形
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
北
大
の
学
生

だ
っ
た
こ
ろ
、
今
は
亡
き
師
が
、
大
学
に
は
図
書
館

と
、
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
話
す
友
人
が
い
れ
ば
よ
い
、

教
師
は
い
て
も
、
ま
あ
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
（
！
）
、

と
語
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
本
を
読
ん

で
感
じ
た
こ
と
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
含
意
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
は
、
最
近
に
な
っ
て
思
い

至
っ
た
こ
と
で
す
。

渡邊 誠

こころの
健康を考える 44○

書物を読むこと、
思いを綴ること
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企画展「北大古生物学の巨人たち」
会　　期：2017年1月31日（火）～ 4月2日（日）

会　　場：北海道大学総合博物館 1階企画展示室

開館時間：10：00 ～ 17：00

休 館 日：月曜日（祝日の場合は翌日休館）
　　　　　2月25日（土）・3月12日（日）

入場無料

展示解説書の販売あり

写真１　野外調査での一葉。
中央右、初代長尾教授。右、第二代大石教授。

写真２　第四代湊教授が研究した
サンゴ化石の薄片標本。

企画展ポスター

1933年、樺太における北大の発掘

た
ち
の
文
集
な
ど
を
丹
念
に
読
み
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
ま
し
た
。
教
授

た
ち
が
学
生
に
対
し
て
与
え
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
研
究
者
と
し
て
の
生
き

方
な
ど
、
時
代
が
違
っ
て
も
、
学
問

に
対
す
る
姿
勢
は
現
代
の
私
た
ち
に

北
大
博
物
館
は
１
月
31
日
か
ら
企

画
展
「
北
大
古
生
物
学
の
巨
人
た

ち
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ

の
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま

す
。

�

巨
人
た
ち
の
人
と
な
り
に
触
れ
る

展
示
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

北
大
古
生
物
講
座
の
初
代
、
長
尾
巧

教
授
か
ら
、
大
石
三
郎
教
授
（
写
真

１
）、
早
坂
一
郎
教
授
、
湊
正
雄
教

授
を
経
て
現
代
、
活
躍
し
て
お
ら
れ

る
加
藤
誠
名
誉
教
授
ま
で
、
５
人
の

教
授
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
北
大
の
古

生
物
学
の
歴
史
は
戦
前
の
帝
国
大
学

時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
長
く
学
術
界

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
偉
大
な
功
績

を
誇
る
教
授
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

や
業
績
だ
け
で
な
く
、
人
と
な
り
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
卒
業
生

何
か
伝
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
の
か
な
ど
、
展
示
パ
ネ
ル
を
読
ん

で
い
く
と
、
会
っ
た
こ
と
が
な
い
教

授
た
ち
の
人
と
な
り
を
想
像
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
顔
が

見
え
る
展
示
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
巨
人
た
ち
の
後
を
追
う
、

現
代
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
し
ま
す
。
古
生
物
学
教
室
を
卒

業
、
あ
る
い
は
在
学
し
て
い
る
若
者

た
ち
の
研
究
や
野
外
調
査
で
す
。
北

大
博
物
館
は
歴
史
を
引
き
継
ぐ
だ
け

で
な
く
、
と
り
ま
と
め
記
録
を
残

し
、
そ
し
て
新
し
い
研
究
成
果
を
挙

げ
続
け
て
い
ま
す
。

 巨
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
た
標
本

や
資
料
を
公
開

北
大
は
そ
の
地
理
的
な
関
係
か

ら
、
戦
前
の
樺
太
研
究
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
樺
太
か
ら
は
恐

竜
ニ
ッ
ポ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ス
モ
ス
チ

ル
ス
と
い
う
絶
滅
し
た
水
生
哺
乳
類

は
長
尾
、
大
石
教
授
ら
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ

や
化
石
を
ス
ラ
イ
ス
し
た
薄
片
な

ど
、
早
坂
、
湊
、
加
藤
教
授
ら
に

よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
化
石
も
多
く
展

示
し
ま
す
（
写
真
２
）。

こ
れ
ら
の
実
物
化
石
は
、
湊
教
授

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
戦
火
を
乗
り
越

え
、
現
在
ま
で
北
大
総
合
博
物
館
に

保
管
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
絶
え

間
な
い
「
次
世
代
へ
の
知
の
継
承
」

を
、
企
画
展
で
皆
さ
ん
に
見
て
頂

き
、
１
９
３
０
年
代
の
息
吹
を
、
当

時
の
研
究
ノ
ー
ト
や
、
発
掘
時
の
貴

重
な
動
画
な
ど
と
一
緒
に
見
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
発
掘
の
経
緯

や
、
発
掘
の
動
画
を
見
る
と
、
化
石

た
ち
の
存
在
感
が
増
し
て
感
じ
る
の

は
不
思
議
な
事
実
で
す
。

博物館へ
行こうⅡ第5回

北海道大学総合博物館 企画展

「北大古生物学の巨人たち」
北大総合博物館　資料部研究員　田中嘉寛
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委
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委
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■�

日
本
の
お
正
月
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た

初
実
施
で
大
好
評
だ
っ
た
昨
年
参
加

委
員
か
ら
、
ま
た
お
願
い
し
ま
す
！
と

の
要
望
を
受
け
、
新
メ
ン
バ
ー
候
補
も

楽
し
み
に
し
て
の
開
催
で
し
た
。
航
空

運
賃
割
高
の
年
末
年
始
は
帰
国
せ
ず
部

屋
で
過
ご
す
留
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら

全
て
ハ
ラ
ル
で
日
本
の
お
正
月
料
理
と

鍋
を
用
意
し
ま
し
た
。
鶏
唐
揚
げ
の
作

り
方
講
習
希
望
が
あ
り
、
酒
や
味
醂
を

使
わ
ず
に
簡
単
に
料
理
す
る
コ
ツ
の
実

習
中
は
質
問
が
飛
び
交
う
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
席
に
つ
い
て
料
理
や
素
材

の
意
味
や
由
来
を
学
び
な
が
ら
11
カ
国

（
学
業
の
都
合
で
２
カ
国
欠
席
）
12
人
の

留
学
生
と
職
員
で
日
本
の
お
正
月
と
新

年
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
食
後
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
編
集
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

■�

留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

２
０
１
７
年
度
版
編
集
作
業
進
行
中

留
学
生
の
意
見
や
要
望
の
聞
き
取
り

を
し
な
が
ら
、
内
容
の
見
直
し
と
新
た

な
内
容
を
組
み
込
ん
だ
２
０
１
６
年
版

は
好
評
で
10
月
に
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
更
に
工
夫
を
凝
ら
す

と
共
に
40
ペ
ー
ジ
に
増
や
し
部
数
も

２
８
０
０
部
に
増
や
し
ま
す
。
言
語

は
、
英
語
・
中
国
語
・
ふ
り
が
な
付
の

日
本
語
で
、
各
国
の
留
学
生
へ
の
伝
わ

り
や
す
さ
を
目
指
し
て
編
集
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

■�

春
季
新
入
留
学
生
歓
迎
・

　

支
援
イ
ベ
ン
ト
の
活
動
計
画
立
案
中

多
く
の
新
入
留
学
生
に
楽
し
ん
で
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

■�

教
職
員
総
代
会
議　

学
内
７
ヶ
所

で
８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を

利
用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の

営
業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利

用
者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う

か
が
っ
て
い
ま
す
。

12
月
は
13
日
～
15
日
、
１
月
は
17
日

～
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■�

教
職
員
委
員
会　

毎
月
１
回
、
18

時
～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総

代
会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ

い
て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・

発
行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

12
月
は
８
日
、
１
月
は
19
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■
「
き
ぼ
う
の
虹
」　

こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
に
わ
た
り
連
載
し
て
き
た
シ

リ
ー
ズ
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
・
・
・
」
は
関
係
者
に
よ
る
執
筆
が

今
号
で
終
了
し
、
次
号
は
全
体
的
な
論

評
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

【�

編
集
後
記�

】

き
ぼ
う
の
虹
３
６
８
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

昨
年
末
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
交
通

機
関
も
麻
痺
状
態
で
特
に
千
歳
空
港
で

は
苦
労
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
開
け
て
一
月
は
穏
や
か

な
日
も
多
く
、
一
息
つ
い
て
い
ま
す
。

今
号
に
は
「
院
生
生
活
実
態
調
査
」
の

報
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
院
生
達
が
ど

ん
な
思
い
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
か

は
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
重
要
な
情
報

で
す
。
学
生
の
視
点
に
立
つ
こ
と
の
必

要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

■
店
舗
活
動　

組
声
分
析
会

生
協
店
舗
へ
の
意
見
を
届
け
る
“
組

合
員
の
声
カ
ー
ド
”
を
集
約
し
、
そ
こ

か
ら
組
合
員
の
想
い
を
考
え
、
店
舗
や

活
動
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
組
声
分
析
会
を
行
い
ま
し
た
。
今

ま
で
、
組
合
員
の
声
カ
ー
ド
は
各
店
舗

で
確
認
返
答
す
る
の
み
で
し
た
が
、
今

回
、
集
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
見
て
み
る
こ
と
で
、

新
た
な
発
見
や
組
合
員
の
方
が
求
め
る

こ
と
な
ど
が
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

北
大
２
次
受
験
に
合
わ
せ
、
受
験
生

の
不
安
解
消
を
目
的
に
受
験
生
歓
迎
企

画
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
毎
年
好
評

の
「
北
大
生
と
話
そ
う
」
を
河
合
塾
と

協
力
し
、
河
合
塾
札
幌
校
で
も
行
う
な

ど
、
よ
り
受
験
生
が
参
加
し
や
す
い
企

画
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
受
験
生
応
援
冊
子

「
い
な
蔵
」、
北
大
構
内
の
「
道
案
内
」

な
ど
の
企
画
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
受

験
生
歓
迎
活
動
当
日
は
、
学
生
委
員
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
北
大
生
に
も
当
日

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
活
動
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

 http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

 @
H

U
_CO

O
P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■
院
生
組
織
委
員
会　

院
生
に
よ
る
書
評
誌
『
ほ
ん
で
な
い

か
い
２
０
１
６
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

何
度
か
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
書
評
と
北
大
Ｏ
Ｂ
北
海

道
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
谷
口
直
樹
氏
（
番
組
イ
チ
オ

シ
！
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
や
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｆ
担
当
）
と
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
北

大
北
図
書
館
で
は
、
学
部
１
年
生
に
学

部
移
行
す
る
際
の
進
路
を
決
め
る
手
助

け
と
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
」｢

生
き
方
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
図
書
を
展

示
し
ま
す
。「
ほ
ん
で
な
い
か
い
」
で

紹
介
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
本
も
展
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/~insei/
Em

ail

：hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

院
生
委
員
会
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等
の

案
内
を
受
け
取
れ
る
Ｍ
Ｌ
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
も
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
ご
連
絡
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


